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油
山
寺
本
堂（
静
岡
県
指
定
文
化
財
）

遠
州
三
山
の
一
つ
で
真
言
宗
の
古

刹
、
村
松
の
油
山
寺
は
、
桃
山

時
代
の
三
重
塔
や
掛
川
城
か
ら
移
築
さ

れ
た
山
門
が
境
内
に
建
つ
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
建
つ
古
建
築
の

中
で
も
っ
と
も
高
い
場
所
に
建
つ
本
堂

が
今
年
で
建
立
か
ら
２
８
０
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

油
山
寺
本
堂
は
ご
本
尊
の
薬や
く
し師

如に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

来
坐
像
を
安
置
す
る
こ
と
か

ら
、
別
名「
薬
師
堂
」と
も
呼
ば
れ
、

１
７
３
９
年（
元
文
４
年
）に
建
立
さ
れ

た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
桁け
た
ゆ
き行
と

梁は
り
ま間
の
柱
間
が
５
間
四
方
の
建
物
で
、

正
面
に
は
向ご
は
い拝
屋
根
の
あ
る
階
段
が
設

け
ら
れ
、
本
堂
の
周
囲
に
は
濡ぬ
れ
え
ん縁
が
め

ぐ
り
ま
す
。
現
在
の
屋
根
は
１
９
７
１

年
に
銅
板
で「
か
や
ぶ
き
」だ
っ
た
頃
の

姿
に
ふ
き
直
さ
れ
た
も
の
で
す
。

堂
内
は
、
参
拝
者
の
た
め
の「
外

陣
」と
、
ご
本
尊
を
安
置
す
る

「
内
陣
」に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
内
陣
北

側
に
あ
る
ご
本
尊
を
安
置
す
る
金
色
の

厨ず
し子（
重
要
文
化
財
）が
、
16
世
紀
後
半

期
に
、
今
川
義
元
の
供
養
た
め
に
建
立

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

厨
子
の
両
側
に
は
十
二
神
将
像
な
ど
多

く
の
仏
像
も
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
面
入
口
の
向
拝
柱
だ
け
が
角
柱

で
、
屋
根
を
支
え
る
柱
は
す

べ
て
丸
柱
で
す
。
柱
上
の
出で
ぐ
み組
と
呼
ば

れ
る
組
物
は
、
春
岡
の
西
楽
寺
本
堂

（
１
７
３
５
年
頃
建
立
）に
比
べ
質
素

で
趣
が
異
な
り
ま
す
。
難
し
い
技
術

を
使
い
、
風
土
に
あ
わ
せ
た
建
物
を

建
て
た
昔
の
職
人
の
工
夫
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

油山寺本堂の外観

自
主
防
災
隊
は
、
住
民
の
連
帯
意

識
に
基
づ
い
た
防
災
訓
練
の
実
施
や

防
災
知
識
の
普
及
啓
発
、
資
機
材
等
の

共
同
購
入
な
ど
を
定
期
的
に
行
っ
て
お

り
、
災
害
時
に
は
、
初
期
消
火
や
避
難

所
運
営
情
報
の
収
集
伝
達
な
ど
を
行
い

ま
す
。
全
国
1
，7
4
1
市
町
村
の
う

ち
、
1
，6
7
9
市
町
村
で
、
16
万
4
，

1
9
5
の
自
主
防
災
隊
が
組
織
さ
れ
、

本
市
で
は
、
す
べ
て
の
自
治
会
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
隊
で
は
、
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、「
自
主
防（
自
治
会
）台
帳

（
個
票
）」の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
住
民
の
安
否
確
認
や
災
害

時
の
協
力
の
可
否
、
災
害
時
に
活
か
す

こ
と
が
で
き
る
資
格
・
技
能
者
の
確

保
、
避
難
に
支
援
が
必
要
な
要
援
護
者

の
有
無
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
災
時
の
安

否
確
認
や
避
難
の
支
援
を
迅
速
に
行
う

だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
同
士
の
助
け

合
い
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

台
帳
へ
の
掲
載
は
、
強
制
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
掲
載
が
で
き
る

範
囲
で
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
時
に
は
隣
近
所
の
皆
さ
ん
と
の

助
け
合
い
が
必
要
不
可
欠
で
、
そ
れ
ら

の
力
は
、
と
て
も
頼
り
に
な
り
ま
す
。

助
け
合
え
る
関
係
づ
く
り
を
行
う
の

も
、
も
し
も
の
時
に
備
え
る
重
要
な
事

柄
で
す
。

「
自
助
」「
共
助
」“
近
所
”
自
主
防
災
隊
台
帳
に
登
録
し
よ
う
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も
し
も
の
時
に
備
え
る
！
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